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大
崎
小
学
校

十
二
月
八
日
、
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大

会
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
の
感
想
を

紹
介
し
ま
す
。三

年
　
岡
林
　
美
也
子

「
よ
ー
い
、
ド
ン
！
」
私
は
ス
タ

ー
ト
で
出
る
の
が
お
く
れ
た
。
ダ
ッ

シ
ュ
で
ぬ
い
た
。
ぬ
い
て
、
ぬ
い
て
、

ぬ
い
て
・
・
・
。
七
ち
ゃ
ん
の
後
ろ

で
、
は
る
か
ち
ゃ
ん
と
な
ら
ん
だ
。

で
も
、
ダ
ッ
シ
ュ
を
し
す
ぎ
て
つ
か

れ
た
。
上
り
坂
で
す
。「
ハ
ア
ハ
ア

ハ
ア
・
・
・
」
つ
か
れ
な
が
ら
も
、

前
を
向
い
て
走
り
続
け
た
。
お
り
返

し
で
先
生
の
手
に
タ
ッ
チ
し
て
、
今

度
は
下
り
坂
で
す
。（
も
う
ヤ
ダ
、

す
わ
り
た
い
よ
）と
思
い
な
が
ら
も
、

な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
し
た
。

け
っ
き
ょ
く
十
二
位
だ
っ
た
。
で

も
、
私
は
自
分
を
ほ
め
た
。
自
分
の

気
持
ち
に
勝
っ
た
か
ら

で
す
。
前
に
じ
ゅ
ん
や

く
ん
が
い
た
の
で
、

「
ね
え
、
何
位
？
見
せ

て
。」
と
見
せ
て
も
ら

っ
た
ら
、
十
一
位
だ
っ

た
の
で
、
や
れ
ば
で
き

る
じ
ゃ
ん
と
思
っ
た
。

五
年
　
福
原
　
大
介

今
日
は
、マ
ラ
ソ
ン
大
会
だ
っ
た
。

ぼ
く
は
、
十
位
以
内
を
め
ざ
し
て
い

た
。
体
操
も
終
わ
っ
て
、
今
か
ら
走

る
。
で
も
、
き
ん
ち
ょ
う
し
て
ト
イ

レ
に
行
っ
た
。

ス
タ
ー
ト
！
初
め
に
と
ば
し
た
方

が
早
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
速
く

走
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
・
二
年
生

の
お
り
返
し
地
点
で
ば
て
て
し
ま
っ

た
。
な
り
君
と
み
な
み
さ
ん
が
、
ぼ

く
の
後
ろ
を
走
っ
て
い
た
の
で
、
ぬ

か
れ
る
の
は
い
や
だ
か
ら
ひ
っ
し
で

走
っ
た
。
し
か
し
、
橋
の
所
で
な
り

君
に
ぬ
か
れ
た
。
そ
し
て
、
み
な
み

さ
ん
に
も
ぬ
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
か

ら
、
お
も
い
っ
き
り
走
り
ゴ
ー
ル
し

た
。
目
標
の
十
位
だ
っ
た
。

１年生の作文を紹介します。
川村　みずまさ

９月１０日
きょう、おとうさんとあさ、車をあらいました。
ひるからまた、パパとひみのといっしょにホイル
を２０本あらいました。すごくつかれた。パパは
そのタイヤをうる気です。お金がいっぱい入った
ら、なにかをかってほしいです。

下本　きょうせい
しもつき２７日
せんせいあのね、ぼくんちで、ねこのさくらが

しにました。おとうさんらあがなきました。ぼく
は、かなしかったです。ぼくらあが、「ゆっくり
ねえや。」といいました。ことみも、ちょっとか
なしかったそうです。

いとう　ゆき
１２月１０日
せんせいあのね、きょう、おじいちゃんのおみ

まいにいきました。おじいちゃんは、手の力が出
ないじょうたいでした。けど、「左手がましにな

った。」っていっていたから、ちょっとほっとし
ました。よかったです。

井上　しょうた
しわす１５日
きょう、ぼくが学校にいっているときに、あめ

がちょっとふっていました。ぼくが、そらを見て
みると、にじが出ていたので、びっくりしました。
きれいでした。
それで、学校にいきました。また見えるといい

なとおもっています。

池 川 小 学 校

寒
さ
に
負
け
ず
に
頑
張
り
ま
し
た

いつも元気な1年生

＊＊＊＊＊＊�



十
二
月
二
十
一
日
、
地
域
ふ
れ
あ
い
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
と
き
の
様
子
を
児
童
の
作
文
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

五
年
　
西
森
路
子

今
日
地
域
の
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
学
習
が
あ
り
ま
し
た
。

わ
ら
ぞ
う
り
は
、
初
め
て
作
る
の
で
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
学
習
は
五
、
六
時
間
目
で
し
た
。

私
は
大
野
さ
ん
に
習
い
ま
し
た
。
初
め
は
し
め
縄
み
た
い
な
の

を
一
本
作
っ
て
、
初
め
の
方
を
や
っ
て
く
れ
て
か
ら
、
私
が
や
り

ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
縄
が
必
ず
下
に
来
て
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
で
し
た
。

私
が
よ
う
よ
う
半
分
ま
で
や
っ
た
の
を
大
野
さ
ん
が
ぎ
ゅ
っ
と

し
め
る
と
ち
ぢ
ん
で
し
ま
う
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

や
っ
と
一
足
で
き
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
踵
が
出
て

い
た
け
ど
、
こ
れ
が
い
い
そ
う
な
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
二
足
目

は
一
足
目
よ
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

作
っ
て
い
る
と
大
野
さ
ん
に
朝
顔
の
つ
る
は
左
に
巻
く
か
ら
、

し
め
縄
も
左
か
ら
や
る
と
丈
夫
に
な
る
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
二
足
と
も
で
き
た

と
き
は
、
立
っ
て
腰
を

ち
ょ
っ
と
回
し
て
か
ら

自
分
の
作
っ
た
わ
ら
ぞ

う
り
を
は
き
ま
し
た
。

と
て
も
わ
ら
が
気
持

ち
良
か
っ
た
で
す
。
初

め
て
作
っ
た
わ
ら
ぞ
う

り
だ
け
ど
上
手
に
で
き

て
と
っ
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
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スキー遠足

１月12日は全校スキー遠足。今年は雪が少ない
ので心配していましたが、久万スキーランドの人
工雪で、４年目のスキーを十分楽しむことができ
ました。
インストラクターや保護者の方の指導を受け、

約４時間の練習後には、初めてスキーをした１年
生も初級リフトに乗り、上から滑ってくることが
できました。「ぼく、すべれた」と誇らしげに言
う子どもたちの笑顔は素敵でした。
「スピードを上げて滑ることは簡単なこと。ス
ピードを抑えてコントロールすることが大事だ」
ということをしっかり教えてもらい、とても姿勢
が良くなりました。子どもたちはお昼の休憩時間
も惜しんで、何度も何度もリフトに乗っては滑っ
ていました。

１年生から６年生まで、とても上手に滑降して
くるので、子どもたちの上達振りに感心するとと
もに、継続することの大切さを再認識しました。

初
め
て
の
わ
ら
ぞ
う
り
作
り

名 野 川 小 学 校

か
た
た
　
な
ぎ
の

し
ま
か
げ
　
り
ょ
う

別
府
小
学
校

楽しかったね。笑顔がいっぱい

＊＊＊＊＊＊�

長
者
小
学
校

一
年
生
の
「
版
画
」
を
紹

介
し
ま
す
。



広報によど川 2 月号 （ 12

火
災
に
よ
る
損
害
額
は
１
億
円
を
突
破

平
成
18
年
中
の
火
災
・
救
急
・
救
助
出
動
状
況

火
災
概
況

火
災
件
数
は
、
二
十
一
件
で
前

年
よ
り
も
七
件
増
加
、
ま
た
損
害

額
は
一
億
円
を
突
破
し
、
前
年
の

約
八
倍
に
も
増
加
し
ま
し
た
。

特
に
二
月
に
越
知
町
で
発
生
し

た
住
宅
密
集
地
で
の
火
災
で
は
、

強
風
に
あ
お
ら
れ
次
々
と
延
焼
拡

大
し
、
さ
ら
に
数
百
メ
ー
ト
ル
も

飛
び
火
す
る
な
ど
、
近
隣
町
の
消

防
団
の
応
援
出
動
や
、
防
災
航
空

隊
に
よ
る
空
中
消
火
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ボ
ヤ
を
含
む

焼
損
棟
数
も
三
十
九
棟
と
消
防
署

発
足
以
来
記
録
的
な
件
数
と
な
り

ま
し
た
。

町
村
別
の
発
生
件
数
、
損
害
額

は
表
１
の
通
り
で
す
。

救
急
出
場
状
況

救
急
出
場
件
数
は
、
千
三
百
五

十
件
で
前
年
よ
り
三
十
七
件
減

少
、
搬
送
人
員
も
千
三
百
十
八
人

で
六
人
減
少
し
て
い
ま
す
。（
表

２
）高

齢
者
の
救
急
搬
送
は
八
百
三

十
三
人
で
全
体
の
六
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
一
日
当
た
り
の
平
均
出

場
件
数
は
、
三
・
七
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

救
助
出
動
状
況

救
助
出
動
件
数
は
三
十
件
で
前

年
よ
り
も
二
件
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
表
３
）

事
故
種
別
で
は
、
交
通
事
故
二

十
件
、
一
般
負
傷
五
件
、
労
働
災

害
二
件
、
水
難
事
故
一
件
、
そ
の

他
の
事
故
二
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

町　名

佐 川 町

越 知 町

仁淀川町

計

平成17年中

件数

5

7

2

14

損害額（千円）

9,182

3,092

1,695

13,969

平成18年中

件数

9

7

5

21

損害額（千円）

1,280 

110,770 

1,839 

113,889

表1 火災発生件数と損害額

町　名

佐 川 町

越 知 町

仁淀川町

管 外

計

平成17年中

件数

595

400

391

1

1,387

人員

571

385

368

0

1,324

平成18年中

件数

585

397

367

1

1,350

人員

569

384

364

1

1,318

表2 出場件数と搬送人員状況

高吾北消防本部

町　名

佐 川 町

越 知 町

仁淀川町

管 外

計

平成17年中

9

8

10

1

28

14

8

8

0

30

平成18年中

表3 出動件数

・NTT西日本 電報取次店［吾川配達所］

申　　込：仁淀川町大崎３４０－１
岡林たばこ店内

電話申込：０８８９－２０－２００３で受付
・電報は、言葉のギフト。詳しくはハロー
ページで。

＊申込は町内の吾川配達所で。

・町内イベント紹介

「どんど焼」
日　　時：３月４日（土）午後２時から
場　　所：長生教境内・大崎小学校の上

広 告
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こんにちは！�
　　　保健師です�

ノロウイルスとは？
ウイルスに汚染された食品を介して発生しま

す。カキなどの貝で発生するともいわれます
が、近ごろは貝以外の食品で発生し、増加し
ています。また人から人へ直接感染したり、
ウイルスに汚染された器具を通して、感染す
ることもあります。わずかなウイルスの量で
食品や器具が汚染されても容易に感染します。

症状は？
主な症状は、吐き気、嘔吐、下痢です。通

常は便に血液は混ざりません。あまり高い熱
とならないことが多いようです。
感染してから発病するまでの潜伏期間は、

数時間から数日と短く、症状の持続する期間
も数時間から数日と短期間です。もともとほ
かに病気があったり、大きく体力が低下して
いることなどがなければ、重症になることは
まずないようです。ごくまれに嘔吐した物を
のどに詰めて、窒息することがあるので注意
してください。

かかってしまったら？
症状が持続する期間は短いので、その間に

脱水にならないように、できる限り水分の補
給をすることが一番大切です。症状が治まっても、
その後１週間ぐらいは、便にウイルスが排出され
るので、調理前の手洗いはしっかり行ってくださ
い。

予防法は？
流水で、せっけんによる手洗いが最も効果

的な予防方法といわれています。調理の前と
後や、食事を配膳する際にもしっかりと手洗
いを行います。特に、吐き気や下痢がある場
合は、必ず行うことです。食品はしっかり加
熱しましょう。

嘔吐物などの処理について
嘔吐物や下痢便には、大量のウイルスが含

まれています。嘔吐物や下痢便に含まれてい
るウイルスが乾燥すると空気中に舞い上がり、
それが直接口に入って感染を広げてしまうこ
とがあります。嘔吐物の処理は乾燥させない
ことがポイントです。また処理中はもちろん、
終わった後も換気をしっかりして、外に出す
ことも肝心です。処理の方法は、手袋、マス
クを着用し、家庭用漂白剤を使ってしっかり
ふき取ります。ふき取るときに使ったぞうき

んは捨ててください。また家庭用漂白剤の取り扱
いにも注意してください。
手洗いとうがいをしっかり行って、この冬を乗

り切りましょう！

手
洗
い
と
う
が
い
で
予
防
を�

昨年から流行しているノロウイルス。冬に流行するといわれていますが、
まだまだ気をつけなければなりません。（（ （（

十
二
月
十
四
日
に
三
歳
児
健
診
を
行
い
ま
し
た
。
虫
歯

の
な
か
っ
た
元
気
な
お
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ピ
カ
ピ
カ
の
歯
を
守
っ
て
ネ
é

虫
歯
ゼ
ロ
！
元
気
な
３
歳
児�

堀本　龍之介
（下土居）

松田　翔馬
（寺野）

佃　花菜
（西条）

堀田　真依
（正ノ石）

黒川　遥暉
（田村）

竹内　海大瑠
（日鉄宮ヶ坪）

大� 綾斗

掛水　友凱
（湯ノ川下）

大石　創太
（奈呂）

小野　織杜
（竹谷）



広報によど川 2 月号 （ 14

従
来
、
池
川
地
区
で
は
三
歳
児
ま
で
の

保
育
は
私
立
保
育
園
で
、
四
・
五
歳
児
は

池
川
幼
稚
園
で
対
応
す
る
形
で
、
保
育
園
、

幼
稚
園
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
が
な
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
化
な
ど
に
よ
り
、

こ
の
地
区
で
の
幼
稚
園
と
保
育
園
の
両
立

は
大
変
厳
し
い
見
通
し
と
な
り
、
平
成
二

十
年
度
に
は
幼
稚
園
の
募
集
を
停
止
し
、

休
園
へ
向
か
う
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度
（
今
年
）
の
幼
稚
園
入

園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
募
集
停
止
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
池
川
地
区
の
保
護
者
の
大
多

数
の
方
々
か
ら
、
四
歳
児
に
な
っ
て
も
、

私
立
保
育
園
に
残
し
た
い
と
の
声
も
聞
か

れ
、
実
質
十
九
年
度
の
入
園
希
望
者
は
い

な
い
見
込
み
で
す
。

十
九
年
度
に
か
か
る
幼
稚
園
に
関
す
る

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
特
に
、
入
園
希
望
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
が
あ
る
場
合
は
、
二
月
末
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
　
　
　
@
３
５
・
０
０
１
９

池
川
教
育
事
務
所
　
@
３
４
・
２
４
８
０

池池池池
川川川川
幼幼幼幼
稚稚稚稚
園園園園
児児児児

募募募募
集集集集
にににに
つつつつ
いいいい
てててて

平
成
19
年
度

ご
寄
付
の
お
礼

◇
広
報
発
行

伊
藤
　
孝
志
様
（
東
京
都
豊
島
区
）

井
上
　
隆
雄
様
（
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
）

大
崎
　
　
力
様
（
小
牧
市
）

岡
崎
　
俊
夫
様
（
東
京
都
豊
島
区
）

片
岡
　
光
彦
様
（
日
野
市
）

川
村
　
幸
久
様
（
高
知
市
）

三
宮
　
住
子
様
（
土
佐
市
）

滝
本
　
忠
道
様
（
高
知
市
）

田
村
　
史
郎
様
（
八
王
子
市
）

西
川
　
重
幸
様
（
芦
屋
市
）

野
村
兼
八
郎
様
（
高
知
市
）

藤
原
　
節
子
様
（
高
知
市
）

森
脇
　
優
明
様
（
尼
崎
市
）

森
脇
　
宗
壽
様
（
高
知
市
）

山
脇
　
悦
子
様
（
四
万
十
市
）

梼
原
　
公
一
様
（
名
張
市
）

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け
し
、
広

報
発
行
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。仁

淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

池
川
手
づ
く
り
ク
ラ
ブ
様

鎌
倉
　
一
一
様
（
大
崎
）

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け
し
、
社

会
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

∂
絵
画
寄
贈
の
お
礼

∂

昨
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日

に
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
「
八
木
明

日
本
画
展
」
で
展
示
さ
れ
た
絵
画
一
点
を
、

八
木
明
様
（
大
崎
出
身
）
か
ら
町
に
ご
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
作
品
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

な
お
作
品
は
、
町
長
室
に
飾
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

各種社会福祉施設（老人ホームや保育所など）やホー
ムヘルプサービスといった福祉サービス利用においての
疑問や悩みなどの困りごとは、その事業者との話し合い
での解決が望まれます。
しかし、話し合いだけでは解決しなかったり、直接話

すことに少し抵抗を感じたりする場合もあると思いま
す。
そのような時には「福祉サービス困りごと解決委員会」
にご相談ください。秘密厳守で対応をさせていただきま
す。
相談は無料で、受け付けは年末年始を除いた平日の午

前９時から午後４時までです。

福祉サービス困りごと解決委員会
当事者間で解決が困難な苦情を適切に解決する公正・
中立な第三者機関として、平成12年から高知県社会福祉
協議会に設置されています。
所在地
高知市本町４丁目１番37号
高知県社会福祉センター（丸の内ビル）３階
@０８８・８０２・２６１１
FAX０８８・８７２・６２１１
e-mail kaiketsu@i-kochi.or.jp
（ファックスとメールは24時間受け付け）

福祉サービスで悩んだり、困ったり
していることはありませんか？


